
 

質問主意書（平成 21年 12月 3日） 答弁書（平成 21年 12月 11日） 

【過剰米対策について】 

  豊作や生産調整に取り組まない農家による生産数量

目標を超える過剰米の現出が引き続き予想されるが、放

置すれば米価の低落は間違いないし、農家の不安はもち

ろんのこと国による米価補てんが膨らみ財源上も問題

が生じかねない。豊作分に対処すべく講じている集荷円

滑化事業は今後どう扱う考えでいるのか。また、政府に

よる買い入れはどう考えているのか。 

そして、その翌年の生産数量目標の設定や配分をどう

するつもりか。まじめに生産調整に取り組む農業者や地

域への配分強化にならないのか。 

過剰米の扱いいかんが、コメの安定生産流通の全てを

壊すことになることを肝に銘じて対策を検討すべきであ

る。 

以上について、政府の見解を示されたい。 

 

 農林水産省において平成 22 年度予算概算要求を行って

いる米戸別所得補償モデル事業（以下「モデル事業」とい

う）においては、米の生産数量目標に即した生産を行った

販売農家に対して生産に要する費用と販売価格との差を

補てんする措置を講ずることを検討している。モデル事業

の下では、過剰米が生じた場合には、その販売分は、当該

販売農家の利益となるものであり、当該販売農家におい

て、様々な用途に適切に販売を行うことが重要であると考

えている。 

 

 

戸別所得補償制度に関する質問主意書及び答弁書（過剰米対策部分） 

出典：戸別所得補償制度のコメについてのモデル事業の実施等に関する質問主意書（平成 21年 12月 3日、山田俊男提出） 

  参議院議員山田俊男君提出戸別所得補償制度のコメについてのモデル事業の実施等に関する質問に対する答弁書（平成 21年 12月 11日、内閣総理大臣 鳩山由紀夫） 

   をもとに山田事務所作成 

平成 22年 9月 7日 参議院農林水産委員会 自由民主党 山田俊男 提出資料 

平成 22年４月 26日 参議院決算委員会 自由民主党・改革クラブ 山田俊男 提出資料 



 

出典：「最近の米をめぐる関係資料」（平成 20年７月、農林水産省） 

平成 22年９月７日 参議院農林水産委員会 自由民主党 山田俊男 提出資料 



 

出典 山田正彦『輸入食品に日本は潰される』青萠堂、2003年、192-193頁。 

平成 22年９月７日 参議院農林水産委員会 自由民主党 山田俊男 提出資料 
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